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古い地図で、ここにある地名は現在の地名と同じでな
いものもありますが、それも使って地名の一覧を作り
ます。地図上の文字の部分を抽出します。画像ファイ
ルを抜きだしてOCRをかけて、地図を重ねあわせなが
らこの地図上の文字情報を全部抽出したうえで、地名
リストをつくって、さらに地図と照らしあわせて緯度
経度をとるという手続きをしています。
　次に記事を分類する方法です。はじめにカテゴリを
決め、カテゴリごとにキーワードを設定しておきま
す。キーワードをどう設定するのかが非常に重要で、
まだまだ改善の余地があるところです。
　記事の自動収集と分類はロボットに命令して行っ
ています。命令を出すときには、ロボットにわかるか
たちで情報を整理して設計しなければいけません。そ
の設計をどのようにするのかにとても苦労していま
す。地名のリストやカテゴリ検索の仕組みをつくるう
えで重要なのは、新聞社の方でオンライン・データを
出すときにカテゴリをつけたり地名をつけたりして
もらうことが重要だと思っています。
資料22-7　アチェの古い地図
域の発展に、そしてアチェの一人ひとりの生活をよくす
るための手段に直結している。
　今回のワークショップに参加した人々が狭い意味での
研究者に限定されず、役人や教師を含むさまざまな分野
にわたっていたことは、アチェでは学術研究が研究のた
めの研究である以前に人々の暮らしをよりよくする方法
であることを意味している。ワークショップで、学生、政
府の役人、NGOスタッフを問わず、アチェの人々の議論
への参加のしかたがとても洗練されていたことが印象深
い。ただ質問するのではなく、自分の立場を伝え、自分の
現場の情報を提示した上で、相手に意見を求めていた。し
かも、ただ意見を求めるだけでなく、自分の現場にとっ
て意味がある提言やかかわりを相手に求める質問が多く
見られた。「大きな災害に備えるだけでなく、日常的な小
さな災害にも目を向けるべきではないか」「外国の学術交
流や研究調査の拠点はバンダアチェに集中しているが、
見るべき災害の事例はアチェの別の地域にもたくさんあ
る」といった提案は、日本からの報告者の関心を自分の現
場に向けさせようとする試みであり、同時に、会場に集
まった他の参加者にも自分の現場の課題を理解してもら
おうとする試みになっていた。
津波後につくられたアチェ津波博物館や「世界の国にあ
りがとう」公園には、アチェを支援した国々の旗や、それ
ぞれの国の言葉で感謝や平和といった言葉が刻まれたプ
レートが飾られている。紛争下のアチェで人々がGAMの
旗とインドネシアの旗のどちらを選ぶのかと迫られてい
たことを思い起こせば、世界中の旗を掲げていることは、
アチェを再び紛争の地にしたくないという強い決意のあ
らわれにほかならない。
　津波被災から7周年を迎えて津波後の復興事業と紛争
後の平和構築事業のいずれもがひと段落した今、アチェ
は津波被災と復興の経験を世界に発信することで、復興
の次の段階に歩みを進めようとしている。シアクアラ大
学の津波防災研究センタ （ーTDMRC）は、インドネシア
の防災研究拠点となるだけでなく、防災の南南協力の拠
点となることもめざしている。それは、災害研究を発展さ
せるためだけではない。学術交流を通じてアチェと世界
を結びつけ、アチェという地域社会の発展を支えるため
でもある。地域に根ざして考える地域研究・地域情報学と
創造的復興を結びつけた本ワークショップが多くの人々
の参加を得た背景はそこにある。
